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4. ホット・ソケットおよび
パワー・オン・リセット

Stratix® II デバイスは、外部デバイスを使用せずに、ホット・プラグイ
ンまたはホット・スワップとしても知られるホット・ソケット（活線挿
抜）およびパワー・シーケンスをサポートします。ユーザは、システム
の動作中に動作中のシステム・パスやシステムに実装されたボードに影
響を与えることなく、Stratix IIボードをシステムに取り付けたり、取り
外すことができます。 

ホット・ソケット機能によって、5.0 V、3.3 V、2.5 V、1.8 V、1.5 V、お
よび 1.2 Vデバイスが混在するプリント基板（PCB）上で Stratix IIデバ
イスを使用する際の問題も一部解消されます。Stratix II のホット・ソ
ケット機能により、ユーザはボード上のデバイスごとに適切なパワー
アップ・シーケンスを確保する必要がなくなります。

Stratix IIのホット・ソケット機能の特長は、以下のとおりです。

■ 外部コンポーネントやボードを操作せずに、ボードまたはデバイス
の挿抜が可能

■ パワーアップ・シーケンスのサポート
■ ホット・インサート中のシステム・バスへの影響がない I/Oバッファ

この章では、Stratix IIデバイスのパワー・オン・リセット（POR）回路
についても説明します。POR回路は、VCCが動作範囲内になるまで、デ
バイスをリセット状態に維持します。

Stratix IIの
ホット・
ソケット仕様

Stratix II デバイスは、外付け部品や特別なデザイン要件なしで上記の 3
つの特長をすべて満たすホット・ソケット機能を提供します。Stratix II
デバイスのホット・ソケット機能により、以下が実現されます。

■ デバイスを損傷させることなく、パワーアップ前にドライブ可能。
■ I/Oピンはパワーアップ時にトライ・ステートを維持。デバイスはパ
ワーアップ前またはパワーアップ時にドライブ・アウトしないため、動
作中の他のバスに影響しません。

■ 信号ピンが VCCIO、VCCPD、または VCCINT電源をドライブしない。デ
バイスの I/O ピンへの外部入力信号は、デバイスの内部パスを通し
て VCCIOまたは VCCINT電源に供給されない。
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デバイスはパワーアップ前にドライブ可能

パワーアップまたはパワーダウン前、またはその間に、デバイスに損傷
を与えることなく、Stratix IIデバイスの I/Oピン、専用入力ピン、およ
び専用クロック・ピンに信号を入力することができます。Stratix IIデバ
イスは、任意のパワーアップ・シーケンスまたはパワーダウン・シーケ
ンス（VCCIO、VCCINT、および VCCPD）をサポートし、システム・レベル
のデザインを簡素化します。

I/Oピンはパワーアップ時にトライ・ステートを維持
ホット・ソケットをサポートしないデバイスは、パワーアップ前または
パワーアップ時にドライブ・アウトして、システム動作に割り込んだり、
競合を引き起こす可能性があります。ホット・ソケットの状態では、
Stratix II デバイスの出力バッファはシステムのパワーアップまたはパ
ワーダウン時にオフになります。また、Stratix IIデバイスは、デバイス
がコンフィギュレーションされて適切な動作状態になるまではドライ
ブ・アウトしません。

信号ピンはVCCIO、VCCINTまたはVCCPD電源をドライブしない

ホット・ソケットをサポートしないデバイスは、デバイスの信号ピンを
通じてパワーアップされるときに電源が短絡する可能性があります。こ
の不適切なパワーアップによって、ドライブするデバイスとドライブさ
れるデバイスの両方が損傷し、カードのパワーアップが妨害される場合
があります。

Stratix II デバイスには、パワーアップ前またはパワーアップ時に、I/O
ピン、専用入力ピン、または専用クロック・ピンから VCCIO、VCCINT、ま
たは VCCPDピンへの電流経路はありません。Stratix IIデバイスは、シス
テム・ボードの動作を中断または妨害することなく、パワーアップ後の
システム・ボードに取り付ける（またはシステム・ボードから取り外す）
ことができます。ホット・ソケット時、Stratix II デバイスはバックプ
レーンのシグナル・インテグリティに最小限の影響しか及ぼしません。

VCCIO、VCCINT、および VCCPDピンは、任意のシーケンスでパワー
アップまたはパワーダウンできます。電源ランプ・レートの範囲
は 100 µs～ 100 msです。VCC電源は、I/Oピンのドライブ・ア
ウトを避けるために、互いに 100 ms 以内にパワーダウンする必
要があります。ホット・ソケット中には、I/Oピンのキャパシタ
ンスは 20 pF 未満です。Stratix II デバイスは、次のホット・ソ
ケット仕様に適合しています。

■ ホット・ソケット DC仕様：| IIOPIN | < 300 µA
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■ ホット・ソケット AC仕様：| IIOPIN| < 8 mA、
10 nsの場合は | IIOPIN| > 8 mA

IIOPINは、デバイスの任意のユーザ I/O ピンの電流です。デバイスのパ
ワーアップまたはパワーダウン時、AC仕様には 2つの要件があります。

■ パワーアップまたはパワーダウン時のピーク電流は、< 8 mAです。
■ 10 ns以下の場合には、ピーク電流は 8 mAを超えることができます。

DC 仕様は、パワーアップまたはパワーダウン状態でデバイスへのすべ
ての VCC電源が安定している場合に適用されます。

ホット・ソケットに関する一般的な問題として、ラッチ・アップの危険
性があります。電気的なサブシステムがアクティブ・システムにホット・
ソケットされると、ラッチ・アップが発生する可能性があります。ホッ
ト・ソケット時に、電源からデバイスの VCC プレーンとグランド・プ
レーンに給電される前に、信号ピンがアクティブ・システムによって接
続されドライブされることがあります。これにより、ラッチ・アップが
発生し、VCCからデバイス内のグランドへの低インピーダンス・パスが
生じる可能性があります。その結果、デバイスに大きな電流が流れ、電
気的損傷を引き起こす可能性があります。それにもかかわらず、Stratix II
デバイスではホット・ソケット時にラッチ・アップは発生しません。

Stratix II
デバイスの
ホット・
ソケット機能

ホット・ソケット機能は、パワーアップ・イベント時（VCCINT、VCCIO、
または VCCPD電源のいずれか）またはパワーダウン時に出力バッファを
オフにします。ホット・ソケット回路は、VCCINT、VCCIO、または VCCPD

がスレッショルド電圧より低い場合に、内部 HOTSCKT 信号を生成しま
す。HOTSCKT信号によって出力バッファが遮断されるため、ピンを通し
て DC電流がリークすることはありません（ウィーク・プルアップ・リー
ク電流を除く）。VCCが非常にゆっくり上昇する場合、POR信号がリリー
スされてコンフィギュレーションが完了した後も、VCCは依然として比
較的低い電圧のままです。出力バッファがこの低い VCC電圧では、ホッ
ト・ソケット回路によって設定された状態から反転できないため、
CONF_DONE、nCEO、および nSTATUS ピンは応答しません。 そのため、
これらのコンフィギュレーション・ピンがコンフィギュレーション中に
確実に動作できるように、これらのピンではホット・ソケット回路は取
り除かれています。これらのピンに期待される動作は、パワーアップお
よびパワーダウン・シーケンス中にドライブ・アウトすることです。

各 I/Oピンには、図 4-1に示す回路があります。 
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図 4-1. Stratix IIデバイスのホット・ソケット回路のブロック図

POR 回路は、VCCINT 電圧レベルをモニタし、デバイスがユーザ・モー
ドになるまで I/Oピンをトライ・ステートに維持します。I/Oピンから
VCCIOへのウィーク・プルアップ抵抗（R）によって、I/Oピンがフロー
ト状態にならないようにしています。3.3 Vトレランス・コントロール回
路により、VCCIO、VCCINT、および VCCPD の一部またはすべてに給電さ
れる前に I/Oピンを 3.3 Vでドライブでき、デバイスがユーザ・モード
でない場合に I/Oピンのドライブ・アウトを防ぎます。ホット・ソケッ
ト回路は、デバイスに給電される前に外部信号によって I/Oピンがドラ
イブされた場合に、I/Oピンが内部で VCCIO、VCCINT、および VCCPDに
給電するのを防止します。

図 4-2に、Stratix IIデバイス I/Oバッファのトランジスタ・レベルの断
面を示します。このデザインでは、VCCIOに VCCINTより先に給電された
場合、または I/Oパッド電圧が VCCIOより高い場合には、出力バッファ
はドライブしません。これはホット・ソケット中の突発的な電圧スパイ
クにも適用されます。ホット・ソケット中には、信号 I/O ピンから
VCCINT、VCCIO、または VCCPDへの電流経路はありません。VPADリーク
電流によって、3.3 Vトレラント回路のキャパシタンスが充電されます。
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パワー・オン・リセット回路

図 4-2. FPGAデバイス I/Oバッファのトランジスタ・レベル図

図 4-2の注：
(1) これは、ロジック・アレイ信号、あるいは VCCIOまたは VPADのいずれか大きい方の信号です。
(2) これは、VCCIOまたは VPADのいずれか大きい方の信号です。

パワー・オン・
リセット回路

Stratix IIデバイスは、パワーアップ時に電源電圧レベルが安定するまで
デバイス・システム全体をリセット状態に維持する POR 回路を備えて
います。POR回路は、VCCINT、VCCIO、および VCCPDの電圧レベルをモ
ニタし、VCCが上昇して通常のユーザ・レベルに達するまで、すべての
ユーザ I/Oピンをトライ・ステートにします。また、POR回路により、
コンフィギュレーションがトリガされる前に 8 個すべての I/O バンク
VCCIO電圧、VCCPD電圧、およびロジック・アレイ VCCINT電圧が許容レ
ベルに到達することも保証されます。Stratix IIデバイスがユーザ・モー
ドに入った後、POR回路はユーザ・モード中に電圧低下状態を検知でき
るよう、継続して VCCINT電圧レベルをモニタします。ユーザ・モード中
に、VCCINT電圧が Stratix IIの動作レベルより低いレベルに降下すると、
POR回路によってデバイスがリセットされます。

Stratix IIデバイスに電源が投入されたとき、VCCが（最大 VCC立ち上が
り時間として規定された）所定の時間内に推奨動作範囲に達した場合は、
パワー・オン・リセット・イベントが発生します。Stratix IIデバイスの
最大 VCC立ち上がり時間は 100 msです。Stratix IIデバイスには、12 ms
または 100 msのパワーアップ時 POR遅延時間を選択するための専用入
力ピン（PORSEL）があります。PORSEL ピンをグランドに接続した場
合、POR時間は 100 msです。PORSELピンを VCCに接続した場合、POR
時間は 12 msです。

ロジック・
アレイ信号 (1) (2)

VCCIO

VPAD

n+ n+

nウェル

n+p+p+

pウェル

P基板
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